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民

地
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財

政

攻
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き

て
(
ご
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密

・渋
墨
博
士
噸
山

本

美

越

乃
雪

租

税

の
限

度

に

就

き

て
(
ご

…
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…
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學
博
士

聯

戸

正

雄

労

賃

の
経

済

的

及

ひ
道

徳

的
性

質

(二
Y
…
法
學
博
士

田

島

錦

治

鎌

倉

時

代

の
家

族

制
度

(六
)…
-
…
…

…

…

女

學
博
士

三

浦

周

行

時

事

問

題

極

東

緩

衝

国

建

設

の
企

圖
》.,
-
,
・.…

…

法
學
櫨
士

戸

凪

.
海

　
市

所
得

税

の
改

正

を
論

ず

…
・…
.…
弓
..弓
..「
・.t
.,注
學
博
士

小

川

郷

太

郎

北
米

合

衆

国

の
排

外
的

海

運

政
策

`
我

海

運

...法
學
土

小

島

昌

太

郎

羅

的
野

、

:

所
得

税

に
就

て
武

藤

底

に
答

ふ

,・.一..維

渥
窪

學

士

汐

見

「

三

郎

米

古
趾

會

政

策

(新
著
細
論
ざ

,
播

、…

…
…

.法

學

士

ポ

庄

榮

治

郎

附

＼
.
」錬

㌻

譲

第
秀

蓄
愈

笹
笛

涯
　

士
崔

榮
治
耶

、

冒
獅罫

、

、

職

レ
L
r

レ

、

・蝉

」.二

-

聯

証

黙.

㊥
概
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、

ご
獣

し
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勢
賃
の
経
濟
的
及
び
趙
徳
的
性
質

三
)

'

、

田
.

島

錦
.

治

～
携
三
節

勢

潰
.、ψ
學

説

雇
傭
勢
働
者

の
勢
働
を
以
て

一
の
商
品
ε
見
倣

し
、
.其
債
格
の
高
低
は
他

㊨
商
品
の
如
風
重
に
需
要

ε
供
給
庫

の
關
係

に
由
♪
て
定
ま
る
ξ
思
考
せ
る
學
説
は
、
第
十
九
世
紀
を
通
し
て
沿

ね
く
行
は
れ
〉
今
日
猶
ほ
之
を
眞
理

.

ビ
信
著

毒

か
ら
す
。
。ソ

デ
ツ
(。
。
影

ε
.か
『
二
人
の
展
主
か

天

の
勢
働
者
を
追
ふ
塒
臆
必
す
勢
賃
よ
り
・

二
人
の
勢
働
者
か

一
人
の
雇
主
を
追
ふ
塒

は
必
ず
労
賃
下
る
」
ピ

の
簡
明
な
る
言

は
夙

に
曲
説
を
代
表
し
た
る
も

の
ε
謂

ふ
べ
し
噌
冨黙

れ
ε
も
此
膏
は
未
だ
何
故

に
二
人
か

一
入
を
追

ふ
か
を
説
明

せ
す
馬
.弊
働
の
供
給
若
く
は
需

要
か
如
何
に
毛

て
増
減

し
、
・因
て
勢
賃
を
高
低
ぜ
し
む

へ
き
を
論
究
せ
さ
る
の
映
黙
あ
b
ざ
す
。
而
し
て
此
等
の

ラ

ラ

コラ

論
究

に
就
て
は

1
勢
賃
基
本
読

2
労
賃
鐵
則
脱
ぎ
勢
働
生
産
力
説

の
三
學
説
あ
い
。
而
し
て
上
記
の
こ
読
ば
共

に

く
　

く

て

-
勢
働
を
商
品
雌
同
観
す
る
に
於
て
共
謀
を
、一
に
レ
、
且
互
に
密
接
の
關
係
を
有
し
、
而
し
て
其
異
な
る
要
黙
は
卿

労
賃
基
本
説
は
恰
も
商
品
の
市
場
償
啓
を
取
扱
ふ
如
く
に
一
の
格
段
な
る
特

の
勢
賃
即
ち
勢
助
の
市
場
償
格

に
就

て
研
究
し
セ
る
も

の
な
石
が
、
勢
賃
鐵
則
説
は
恰
琶
商
品
の
正
常
贋
格
を
取
扱
ふ
如
く
に
長
時
期
間
に
於
け
る
聾

.

論
.
説

「
芽
賃
の
輝
済
的
及
び
道
徳
的
性
質
(
二
)
.

第
十

一
巻

(第

一
號

一
=

)
.

二
一
」、

.

目
.
-
.
.
.
-
.
.

し
.
.

'

'、

L
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層

、

.

論

説

、
勢
賃
の
経
済
的
及
び
　遺
徳
的
性
質
{
二
)
.

第
十
一巻
.
(第
}號

ニ
ニ
)

二
二

'

賃

の
額
か
如
何
に
決
定
す
る
か
の
問
題
、
即
ち
労
働
の
正
常
償
格

に
就
て
研
究
し
た
る
も
の
ざ
謂
ふ
可
し
。
而
し
.

て
第
三
⑩
夢
働
生
産
力
説
は
、
勢
働
を
普
通
の
商
品
ε
同
視
せ
す
し
て
内
生
産
方
便
ε
見
て
立
論
し
売
る
黙
に
於

て
前
二
親
ぜ
大
に
異
な
る
。
黙
れ
ビ
も
要
す

る
に
此
三
説
は
種
々
の
鉄
黙
を
含
み
、
特
に
勢
働
及
ひ
勢
賃
の
道
徳
.

的
性
質
を
蔑
覗
す
る
の
短
所
を
有
す

る
も
の
＼
如
し
。
請
ふ
余
を
し
て
逐
次
此
等
.の
諸
説
を
簡
短
に
論
評
せ
し
め

よ
。
.

」
.
F
.
.
.
.
.
.

二

・
.

、
.噛
、

第

『
.

勢

賃

墓

不
読

み

討

四
・
-
嘗

α
.
痔

。
q

)

、

、

」
、

・

此

説

は

マ

ル
サ

下
民

既

に

之

を

唱

ヘ

ジ

ヨ

ソ

。
ス

チ
、ユ

ワ

ー

ト

・
・㍉
〃
.兵

長

も

詳

細

に

之

を

論

述

し

π

乃

が

、

ミ

ル
長

は

・
ン
ヂ
氏

(『
8
αq
・
げ

閃
・
貯

鑑
8
.
.。
h
穿

話

σ・
。
含

&

罫

8
蔓
・
.・。。
塗

「
.や

ウ
イ
リ

ア
.ム
・
ヅ
ー

ソ
.ト
シ

氏

(↓
げ
〇
三
[8
げ
O
白
目
吾
。
ξ
・
言

≦
「o薦

包

Q
巴
暴

碧
臼
「一四
犀
愛

U
月
9

一。。
8

)
等

の
刻

し
き
駁
撃

に
遇

ひ
沸
.

遂

に
改
託

し
て
世

人
を
驚

か
し
た
り

(穿
。
.燭
頸
甑

讐

ξ

"
ゆ乱
Φ8

竃
p
「窪

望
3
び
臼

【¢。α
P
落

但

し
其
著

経
済

、

原
理

の
中

よ
b
此

説
を
撤

回
す

る
に
及

は
す

し
て
残

し
泥

俳
。

(一
・
on
・
儲
旦

田

昌
ユ
唱
厨

o
『
団
亀
昏
里

国
8
口
o
B
ざ

「

切
厚

目

9

.
×

H

O

ロ

≦

騨
σq
。
ω
■)
。　

り

う

此
説
に
依
れ
ば
、
勢
賃
は
勢
働
の
需
要
及
ひ
供
給
に
從
ふ
。
供
給
ε
越

思
は
れ
ん
こ
妄

求
む
る
勢
働
者
の

員
敷
な
b
。
需
要

ご
城
、
勢
賃
ε
し
て
支
撹
は
る
へ
.く
投
資
せ
ら
る

、
流
動
資
本
の
額
な
b
。
此
資
本
を
名
け
て

」

勢
賃
基
本
(睾
。
壽

鳴
ぎ
ロ
e

這
い
ふ
鱒
、此
基
本
は
貯
蓄

に
因
b
、
又
は
生
産
.の
増
加
に
因
り
て
、
増
加
す

る
を

「

`

-
.」

「



り

.

提

篭

の
調

ば
曇

霞

笹

不
攣
不
働
釜

ぎ
謂
ふ
を
得
さ
慧

も
、
或
憂

特

於
て
異

量
蓬

足

せ
乃
こ
ε
葱
主
張
し
得
、へ
し
。
此
努
賃
基
本
を
勢
働
者
綿
藪
起
て
除
算
t
て
得
五
所
の
商
は
仰
ち
卒
均
勢
賃
な
り

徹
に
李
募

賃
は
.
.

、
.

、

`
.・
.
.
・Fヒ
.
.
.
.
.

"
.

撫
養

葉

毫

盆

説

へ春

本
の
難

嘉

加
す
み
変

。
.

.

伊

勢
働
者

の
員

微
を
臓
歩
す

乃
か
.
.
.

、
.

'

.

.

.
・

グ
　

ラ

ラ

¢
二
方
法
の
何
れ
か
振

る
の
《

審

増
加
す
」る
を
得
す
。
.0
資
本
を
増
加
す
る
最

墨

田に
依
る
を
要
七
内他

人
』
噸
減
少
す
乃
瀧
遺
時

認
サ
区
民
の
謂

ゆ
る
道
徳
髄
節
制
.
(目
。
.巴

.。
、p「p一.
ご
.を
貴
行
七
、
或
は
結
婚
を
延
期

●

し

、
.
或

は

生

殖

髪

剃

恨

せ

さ

る
.
へ

か

ら

す

足

す

。
.

・

.

..

一
.
「
.
.
.

一
.

乳

、
、

・
.、
.

、
.

以
上
基

質
基
本
説
の
概
要
な
b
"
.而
し
て
此
學
読
は
蕩

誰

…轡

向
て
甚
茱

幸
不
利
な
る
結
果
セ
生
す

笥

露

こ

畿

に
從
へ
は
雰

薯

纏

露

働
組
合
憲

織
す
る
も
、
之
に
依
り
て
餐

を

一
般
に
増
加
せ

憲

ゐ
老

聾

す
。
縦
令
勢
働
粗
食

隼

て
或
種
類
の
職
業
の
讐

を
増
加
す
る
を
得

へ
き
も
、
其
増
加
し

秀

弊

け
他
の
種
類
の
職
業
の
勢
賃
を
減
少
す

へ
七
、旨
誓

な
れ
避

走
聴
に
於
て
、
.勢
讐

し
て
分
配
せ
ら

渇

へ
砦

賛

ホ

遺

}
寇

す

れ

は

な

り

。

、
.

'
.
.

.

・

　

み
第
一・τ
.
遊
説
に
維

へ
鳳
、
勢
賃
基
本
乾

る
へ
き
資
本
は
唯
貯
豊
田
篤
依
・つ
て
の
み
増
加
す

へ
き
も
の
に
て
内
君

.

七
洗
貯
蓄
の
粛
加
か
瀕
働
者
の
人
口
増
加
よ
レ
蓮
な
ら
は
、
労
賃
は
増
加
す

く
し
。
.然
る
に
勢
働
組
合
は
決

し
て

輪

読

劣
賃
の
醤

的
及
蓬

鶴

隻

三

γ

畢

藩

(笙

號
.
二
三
)

二
三

.

.

-
.

'

.

`

」

」



ダ
」

/

論

説

労
賃

の
纒
濟
的
及

び
渣
徳
葡
性

質
(
…
一)
.

第
十

「
巻

(第

一
號

二
四
}

一
一四

貯

蓄

を

増

加
す

る

も

0

に
罪

す

。
.

-
.∴
.

㌘
.

・
.

・

・
.
.

、
.・

・
.
.

「
.(第
三
).
,
以
上
の
二
つ
の
結
論
考

し
て
、
更
差

の
結
論
を
生
す
。
.日
毒

賃
の
低
落
を
防
奔

注
は
・
唯

.

に
勢
働
者
の
人
臨
を
制
限
す
る

の

一
方
注
あ

る
の
み
。

.

.

.
・
.
.

,

-勢
賃
基
本
説
の
要
領
及
ひ
詰
論
は
前
述

の
如
し
.
凱
下
其
誤
謬
を
鞣
せ
む
つ
抑
も
此
説
底
左

の
こ

つ
の
前
提
に

基
う
き
て
立
.諭
し
た
る
も
の
な
う
。
、

(第

ご

夢
賃

は
常

に
資
本
よ
う
支
挑
は
る
Y
こ
、ε
。
.
.
.

.

.

(第
二
)ヒ
、
或
格
段
な
を
個
人

の
費
本
中
に
は
必
ず
努
賃

の
支
錦
に
充

つ
へ
き
も
の
豫
め
確
定
す
る
こ
己
。
又
縫

㌧

冷
然
ち
さ
る
も

一
肚
倉
の
賛
本
中
に
は
勢
賃
の
支
彿

に
充

つ
へ
き
も
の
豫
め
確
定
す
.る
こ
ご
。
.
.

第
」
の
前
提
は
勢
賃
支
彿
の
形
式

に
眩
蔵
し
て
、
其
實
禮
を
忘
れ
た
る
も

の
な
か
℃
・
.勢
賃
は
形
式
上
ば
資
本

の

皮

b
魏

蔓

託

毫

、
肇

か
之
を
霧

歪

亨

て
は
、
.ぞ

募

駐

生
産
力
善

慮
し
て
藷

を

じ

定
勧

る
も

の
に
し

て
局
勢
賃
は
結

局
生
産
物

よ
り
支
彿

は
む

、
ゼ

の
奪

臥
か

,・
.

、

次
藁

二
の
髄
提
畿

て
批
奪

免

責
際
に
於
て
格
段
な
る
雇
主
か
勢
賃
ε
し
て

「
定
の
金
額
を
費
さ
誓

快
憶
す
乃
こ
ε
は
常

に
有
り
得

へ
か
ら
す
。
.何
ε
な
れ
は
雇
主
か
其
資
本
を
勢
賃

に
使
用
す
る
の
多
少
は
之
に
因
.

.

老

将
へ
き
利
潤
寛

携

大
小
に
碧

憂

動
す
へ
需

は
号

。
.・蓋
し
埜

は
或
餐

の
支
轡

因
り
て
相

、

當
の
利
潤
を
牧
む
る
を
得
す
ε
見
る
時
は
、
從
來
勢
賃

ε
し
て
支
挑
ひ
來
れ
る
額
を
減
す

へ
く
。
老
馬
反
し
て
・

、
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縦
令
勢
賃
を
高
一
す
ざ
も
之
に
射
し
て
相
當

の
利
潤
を
得
べ
し
ざ
.見

る
ご
き
は
、
彼
は
後
乗
其
享
受
方
便
ε
し
て

用
ぴ
.っ
.、
あ
与
た
お
財
産
を
為
資
本
即
ち
生
産
方
便

に
轄
用
し
て
、
新
な
る
勢
働
者
の
勢
賃
支
梯

に
抉
じ
、
又
は

.

琶
勢
働
者
の
増
給
に
使
用
す

へ
し
。
、個
人
資
本
中
.に
確
定
せ
る
勢
賃
基
本
な
る
も
の
存
在
せ
・さ
る
ダ
斯
の
如
レ
・

果
七
て
然
ら
ば
各
個
人
の
私
資
本
及
ひ
國
象
皮
ひ
其
他
の
公
法
人

に
厩
す
る
公
資
本
町
線
艦
た
み
所

の
肚
會
資
本

定

期
め
如
ぎ
も
の

、
存
在
せ
さ
る
竺

層
明
白
な
り
ε
す
、
且
此
説
を
要
組
す
る
量

質

の
割
合
は
勢
賞

`
し

て
分
配

さ
る

へ
き
総

額
を
勢
賃
受
取

人

の
.員
数

に
て

除
し
た

る
も

の
な

り
ε
す

、」
是

れ

一
の
郵
欝

詠
な

り
。∴.

、
藷

二

.

.勢
賃
鐡

訓
説
又
は
必
要
野
賃

醗
.

(臣
。
ぎ

三

碧
.
σ
「
話

σq
①。・樋
.薮
ω
Φ
冨
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①
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穿
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傷ω①
貫
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芸

①
o
「
閏Φ

島
o

一
p
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一

亀
.
巴

猷

ぎ

。
.
.

境
.
.

・
.

:
.

・
-

'

南

に
述

へ
た
・
勢
賃
基
本
説
は
、
一
「の
格
段
な
る
時
の
餐

即
舞

働
の
市
羅

格
に
就
て
癖
発
し
砦

む
町

な
る
贋

長
時
期
間
に
馨

る
餐

の
繁

如
何
に
決
峯

る
や
の
問
題
即
ち
鶴

の
正
震

警

就
て
研
究
し
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賃
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て
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本
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利
な
亀
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の
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氏
滋
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自
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誼

述

せ
ら

れ
セ
う
。

今
其
要
領
を
述
ふ
る
こ
ご
左
の
如
し
q
.

『
自
由
競
争

か
行
は
る
、
場
合
に
於
て
貨
物
の
正
常
慣
幣

か
其
生
産
費
に
從
ふ
ざ
同
様

に
笥
.勢
働
の
贋
格
即
ち
勢

賃
も
亦
其
生
産
嚢

に
從
は
さ
る
可
か
ら
す
。
詳
言
す
れ
は
勢
助
者
は
商
品
だ
る
勢
跡
の
責
手

に
し
て
、
.
雇
主
は
其

買
手
な
お
か
故
に
、
、多
撒
の
費
手
間
ε
多
敷
の
買
手
間

ご
の
両
方
面
に
自
由
競
争
行
は
れ
む

か
、
商
品
π
る
勢
働

の
傾
格
.即
ち
勢
賃
は
其
生
産
費
に
從
は
さ
る
可

か
ら
す
。
而
し
て
勢
働
の
生
産
費
は
恰
も

一
の
機
械
の
生
産
費
が

の
其
要
す
る
燃
料
の
贋
警

、
の
其
減
債
補
充
積
立
金

(書

・監

8

君

)
ε
よ
b
成
右
が
如
一
、
6
鶴

者

ラ

ヨ

ロ

の
a
常

の
生
活
費

`
、
.2
其
人

口
を
將
來

に
維
持
す

る
に
足

石
家
族

の
生
活
費

ε
.よ
ゲ

成

る
.可

し
。
故
.に
.勢
賃

は

べ
　

必
ず
勢
働
者
及
ひ
蒙

蓄

生
活
を
維
港

て
將
毒

働
者
の
合

を
減
せ
湾

撰

の
景

轡

於
て
藩

ら

さ
・る
可

か
射
す
。
.何
ゼ
な
れ
は
若

し
勢
賃

か
此
最
小
額
を
超
ゆ
れ
は
、
.労
働
者

の
衣
食

住
は
飴
諮
を
生
し
て
其
人

ロ
を
増
加
し
、
即
ち
勢
働

の
需
要

に
謝
し
て
其
供
給
を
増
加
す

る
か
故
に
、
妙
ひ
其
労
賃
を
し
て
窺

ひ
比
量
小
額

戸
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に
低
下
せ
し
む

へ
く
。
又
若

し
勢
賃
か
此
最
小
額
よ
り
下

る
ご
き
は
、
勢
働
者
の
衣
食
住
は
峡
乏
し
て
其
人
口
を

減
少
し
、
即
ち
勢
働
の
需
要

に
封
も
て
其
供
給
を
減
す
る
か
故

に
、
勢
ひ
其
勢
賃
を
し
て
再
ひ
此
最
小
額
ゑ
て
上

、

ら
し
む
.可
き
な
り
」

若
し
此
誘
に
し
て
具
な
る
聴
は
隔
勢
賃

に
衣
食
す
る
所

の
勢
働
者
は
縦
令
其
生
産
力
ぽ
増
加
隼
ξ
毛
毫
も
利
益

を
受
く
る
こ
ε
な
ぐ
、
.
.
市

し
て
総
て
の
脛
濟
上
の
進
歩
は
唯
に
雇
主
階
銀

の
み
を
利
し
て
、
・勢
働
者
階
級
を
益
せ

さ
る
か
故

に
、
此
面
階
級
間

に
穿
た
る

、
所
の
貧
富
懸
隔

の
淵
は
益
々
深
く
成

る

へ
き
な
り
。
.勢
賃
鐵
則
の
名
あ

る
は
即
.ち
之

か
爲
取
り
。
・

黙

れ
ξ
港
北
學
読
ば
學
理
上
誤
顧
る
の
み
な
ら
す
、
亦
賀
際

の
事
實
に
違
反
せ
り
。
.此
説
を
生
み
た
る
欧
洲
の

實
際

に
就
て
之
を
見

る
に
リ
ヵ

、ル
ド
」
や
ラ
翼
サ
ー
ル
等
か
此
學
説
を
主
張
じ
た
り
し
澗

に
於
て
勢
働
者
の
生
計
.

程
度
は
著

る
し
《
進
歩
し
た
り
。
文
學
理
上
よ
り
之
を
見
る
に
靴
脱
は
勢
賃
基
本
説
ε
.共
に
勢
働
を

一
の
商
品
ε

見
倣
す
所

の
根
本
的
の
謬
想
を
基
礎
ε
し
、
且
此
説
は
職
業
の
種
類

に
由
う
、
眉
又
は
堆
方
に
由
り
、
.親
節
又
は

時
代
に
害

て
勢
賃
じ
差
等
あ
る
老

を
説
明
し
難
莫

鉄
黙
あ
b
手

。
ジ
ー
ド
氏
は
巧
妙
な
る
議
論
を
以
て

此
説
を
駁
撃
せ
・う
日
ぐ

「
若

し
此
法
例
の
示
す
所
を
文
字
通
b
に
解
樺
せ
ん
か
、
勢
賃
は
快
し
て
勢
働
者
の
生
活
す
る
に
物
貰
上
(胡
卑
且
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此
読
は
過
度
に
」懇
親
的
に
し
て
明
か
に
事
實
に
反
す
っ
講
ふ
予
を
し
て
之
を
諭
謹

せ
レ
め
よ
っ
何
故
に
勢
賃
は
各

種
の
職
業
に
於
て
洞
し
か
ら

さ
る
や
鵬
彫
刻
師
叉
ば
機
械
師
は
普
通
人
夫
や
苦
役
活

ま
嚇
は
多
量

の
窒
素
や
炭
素

を
要
す

る
や
汐
何
故
に
農
村

の
勢
働
者
の
勢
賃
は
暖
を
取
り
衣
服
を
重
ね
る
爲

に
多

く
の
費
用
を
要
す
行
所
の
冬

期
掻

ε

警

官

ク
・
四
二

ー
ゴ
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パ
く
量

滑
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民
か
貧
者
の
親
里

甚

m曾

舟

智

箆

轟

せ
み
貧
民

の
生
計
を
麿

む
起
尤
も
容
易
な
る
夏
期

に
高

き
ゃ
。
何
故
に
諸
勢
賃
は
米
国
に
於
て
佛
國
よ
り
、

.

.
濁
逸

、

よ
り
一
.叉
は
英
国
よ
め
も
高
き
ゃ
。
何
等
か
の
生
理
↓
の
理
由
に
七
て
米
人
か
其
人
種
土
近
接
の
關
係
あ
る
英
人

濁
汰
よ
り
廠

多
量
の
食
物
愈
要
す
.る
こ
`
を
灘
明
す
る
も
の
あ
り
や
つ
.何
故
に
勢
賃
は
前
世
程
に
於
{
ま
画
似
合
、

世
祖
に
於
て
筒
き
ゃ
9
吾
人
果
七
て
吾
人
の
父
祀
よ
り
臓

一
.層
大
な
.乃
食
慾
を
有
す

る
姫
刃』
ε
氏
鳳
左
じ
論
法
を

進

め
て
目
允

噴∵
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.
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暑

し
此
騎

の
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す
所
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喜

寛
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し
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鳶

息

霧

誓
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鳶

純
餐
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物
的
の
生
活
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す
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に
必
要
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可

か
ら
さ
る
炭
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又
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窒
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分
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の
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す
し
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∴
友
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生
活
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す
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換
言
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労
働
者
の
勢

賃
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ゐ
悔
め
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勢
働
者
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級
の
諸
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生
活
の
種
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に
走
力
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生
存

の
水
孕
線
を
現
は
す
所
の
生
理
上
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ス
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肚
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漕
自
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的
叉
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工
的
の
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徴
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に
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W直
し
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前
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存
の
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仁
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よ
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勢
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春
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勢
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す
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鐵
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π
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ス
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王
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者
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果
し
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饑
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此
論
評
に
唇
ふ
を
得
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者
あ
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や
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由
振
に
七
て
彼
此
必
要
熱
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物

の
僧
位

ε
同
覗
す

る
を
得
す

、
何

ε
な

れ
に
勢
働

は

只

の
貨
物

に
非
す

し
て
生
産
方

便

の

一
.な

る
.か
故

に
真

横

値
は
他
の
生
産
方
便
の
債
値
高

し
箕

生
産
力
に
從
ば
さ
る
へ
か
ら
さ
れ
護

り
、
.例

へ
は
土
地
ば
亦

一
の
生

産
方
便
な
り
笹

杢
萎

か
組
入
の
土
地
を
利
用
せ
ん
手

る
や
必
ず
葦

産
力
に
慰
し
て
之
か
地
代
を
轟

ふ

ノ

な
る

へ
し
。
地
主
の
側
よ
恒
地
代
を
要
求
す

る
に
於
て
毛
亦

回
し
。
果
し
て
然
ら
ば
他
の
生
産
方
便

な
る
勢
働
に

就
て
も
共
慣
値
即
略
労
賃
は
其
勢
働
者
.の
生
産
力

に
從
は
.さ
.る
可
か
ら
す
。

-
、

此
學
説
は
固
よ
り
彼

の
肚
會
主
義
者
の
主
張
す
る
か
如

く
、

一
企
業
の
生
産
物
若
く
は
其
債
値
総
額
を
以
て
す
.

.

.
へ
て
其
勢
働
者

の
生
産
し
た
る
竜

の
ご
駕
す
者

に
非
す
し
て
、
勢
働
者
は
生
産
物
贋
価

の
中
毒

他
の
生
産
協
力

者
即
ち
地
主
資
本
.主
企
、業
者

に
向
て
の
.分
前
た
る
地
代
利
子
利
潤
の
三
を
控
除
し
た
る
残
鯨
を
⊃
彼
等
の
分
前
即

ち
勢
暮

し
て
受
取
る
も

の
ε
す
。
・
.
而
し
て
地
代
利
子
利
潤

の
三
は
共
闘
係
的

分
量
か
確
定
せ
ら

る
れ
ピ
も
、
勢
.
　

働
者
の
分
前
た
る
労
賃
は
斯

の
如

く
確
定
せ
ら
れ
す
。
市

し
て
此
事
は
労
働
者

に
取
b
て
利
益
な
り
ε
す
。
是
政

に

鯵
賃
労
働
者
芯
地

の
生
産
協
力
者

ε
の
關
係
は
、
後
者
は
恰
も
財
産
の
或
定
額
を
受
{
む
諸
相
綾
巻

の
如
く
、

前
者
鳳
其
残
鯨
を
総

て
受
く
る
所
の
相
続
者
の
如
上
ε
す
。
暴
れ
此
學
説

に

翁

鐸
一年
。H巴
巳
・算

守
①
o
受

。
～

謝
2

の
別
名
あ
る
所
以
な
か
。

此
説
の
如
一
若
し
果
し
て
勢
賃
の
割
合
か
唯
に
勢
働
生
産
力
の
み
に
從
ふ
な
射
は
、
勢

働
者
の
運
命
昼

に
繋

あ
て
彼
の
腕

に
在
り
。
共
生
産
す
疹
所
愈

々
大
な
れ
は
.其
得

る
所
は
愈
々
夫

な
る
可
ぐ
、
.彼

の
健
康

、
・徳
義
、
.敏

●



,

O

F

育

の
最
上
∵
・各
種
の
獲
明
獲
駐
、
機
械

の
利
用
等
凡
そ
労
働
の
生
産
力
を
増
加
七
叉
は
完
燈

に
す

る
所

砂
も
の
臓

必
.す
彼
の
勢
貫
を
し
て
上
進
せ
し
む
る
の
結
果
を
来
す

へ
七
。
果
し
て
然
ち
は
勢
働
者
は
通
常

の
勢
働
契
約

に
依

「り
で
安
心
立
命
す

る
を
得
、
魅
す
し
も
合
衆
協
約

(n色
○。牙
。
び
碧
げq
巴
コ
ぼ
げq
)
や
利
潤
配
分
方
法

(℃
・。
m
↑
・訂
ユ
昌
σq
∀

の
如
き
.に
依
る
を
要
せ
さ
る

へ
し
。
何
ε
な
れ
は
此
説
に
從

へ
は
労
働

の
生
産
力
の
増
加
せ
る
掛
合
に
於
け
る
生
`

産

償
値

路

加
の
総
て
罫

し
て
濁
り
利
益
す

へ
き
は
箭

者

に
七
て
讐

生
産
協
力
者
は
只
確
定
せ
る
又
は
寧
.

ろ
減
少
.ぜ
る
部
分
を
分
前

ε
し
て
受
塩

に
過
ぎ
さ
れ
は
な
b
。

、
此
學
説

か
前
掲
二
説

に
比
.し
て
.頗
る
樂
天
的
慰
安
的
な
る
こ
ε
斯
の
如
し
。
而

湿
て
勢
賃

か
職
.業

に
由
b
、
塒

.

代

じ
由
り
囮
果
圃
及
ひ
地
方

に
由
b
て
異
な
な
理
由
を
説
明
し
得

る
黙
に
於
て
も
菰
被
二
親
ヒ
優

も
。
即
ち
彫
刻

師
の
.勢
賃
か
普
通
人
夫
よ
り
高
右
?
米
人
の
.勢
賃

か
佛
人
よ
り
高
く
、
第
二
十
世
紀

の
勢
賃
か
前

世
紀
よ
b
高
き

理
由
募

働
生
産
力
・
大
　

駕

寸

義

・
・
得
へ
・
…

翼

す
・
昆

濫

箭

三
論
に
比
す
れ
寒

天
的
慰
安
的
、に
し
て
且

一
層

眞
理

に
近

し
ぎ
す

。
-撚

れ
ざ
も
伺
ほ
種

舟
の
疑

黙
あ
り
。.
.

(第

一
M

謂

ゆ

る
残

蝕
更
衣
者
ス

『oω己
轟
】、o乾
日
磐
ご

,め

學

理
は
果

し
て
正
當

な
り
ゃ
。

へ

(第
一÷
)

勢
働
生
産
力
の
・み
か
果
し
て
勢
賃
を
決

定
す
囚
き
唯

】
の
要
素
な
り
ゃ
。

'
.
.
.

F

.

先

ρ
第

一.の
黙
に
就
て
述
べ
ん
に
、
.謂
ゆ
る
残
絵
要
求
の
説
は
勢
賃
所
得
以
外
の
他
の
所
得
に
就
て
も
亦
盲
ひ

.

得

へ
嘉

如
し
。
.例
へ
は
生
産
歴

の
鍛

を
P
毛

利
子
箋

ε
し
利
潤
を
・
ε
し
地
代
を
ξ

し
、
畢
し
て

.

.

論

説

勢
賃

り
饗

禍

及
び
導

…的
性
質
三

》

・

「

第
+

】
巻

(第

一
號

三

一
)

三

一
-

.

9

閣

ノ

」↑



"

.

覧

,

.

論

説

労
賃

の
経
済
的
逗
ぴ
道
徳
臨
性
質

£

)

、

・

・

第
ナ

「
巻

(第

一
號

三
二
〕

喜
…
一

…勢

賃

を

曜

ξ
す

る
ざ

き

は

、
∵
㌔
『

嗣
.
+
、目
土
N
+
.ミ

な
.
り

ゅ
.
故

に

∵
.

.
、,

・
N

括

単

(
団
+

N

+

型
3

㌧

、、

、
ヒ

『

㌔

一

.(
N

+
N

十

倒
」

㌧

牝
,噌

㌣

、(
眺

+

憎
十

§

%
、
.
.
.

」

ミ

「

、

1
.
(
勉

+

甲
、+

N
)
■
.

、
.
`

な
ヴ
。
」果
し
で
然
ら

ば
是
.れ
.循
環
論
法
め
誤
謬
に
階
み
る
も
の
ご
謂
ふ

へ
.し
b

」
.
-■
.

.

.

-
黙
れ
ε
も
ヴ
ォ
エ
か
.小
氏
は
所
謂
る
利
潤
を
以
て
企
業
者

の
優
秀
な

る
.企
業
的
能

力
よ
り
生
す

ε
思
考
す
。
即

「

ち
恰
も
地
代
か
土
地
め
生
産
力
震

度
#
ひ
に
地
位
の
頁
否
を
含
む
あ

差
等
鳶
由
　
て
差
著

る
か
如

く
・
利
廻

は
企
業
者
の
企
業
能
力

の
差
等
亡
由
り
て
差
等
あ
ヶ
。
而
し
て
或
土
地
の
地
代
の
.額
は
現
在
耕
作
せ
ら

る
.、
最
劣

・-

尋
地
,
即
ち
地
代
奮

毒
.

瑠

限
雄

薙

の
生
産
額
湿

し
垂

滑

た
る
其
土
地
星

羅

の
部
書

、

.

相
當
す
る
如
ゑ

、
或
企
業
者
の
得
る
所
の
利
潤
の
額
鏡

在
生
産
に
徒
事
す
る
雪

辱

な
・
企
薯

、
響

其
生

産
贋
値

か
生
産
費
を
耕
す
る
に
止
ま
る
所
の
限
界
的
企
業
者

分
生
産
償
値

に
比

し
℃
超
過
し
た
る
彼

の
生
産
質
値

め
部
分
に
相
當
す

ご
思
考
す
。
.斯
ズ
し
て
地
代
及
ひ
利
潤
に
確
定
せ
乃
分
前
ζ
な
る
、
.而

し
て
資
本
生
の
得
る
所

の
利
孟

亦
.雇

射
利
書

聖

・
確
穿

へ
き
か
警

一
結
局
利
子
利
彊

代
の
三
誉

養

楚

せ
身

前

,
ε

な

る

ε
思

考
.
し

た

る

者

の
.如

し

、・

・
.
"
.

、
撚
れ
蓉

企
業
者
の
籐

得
・
所
の
利
潤
は
共
性
餐

た
復
讐

し
て
、

・
↑

.・
良

の
属

す
姦

晟
.

秀
奮

企
畜

力
よ
皇

す
竜

の
、
.響

℃　

準

§

暑

く
は

℃
…

冒

・
籍

す
.へ
き
部
分
界

に
・・
.

.

司



〆

、

偶
欝

機
宵

咽
・
利
得
各

み
又
縞

占
よ
め
生
す
る
利
益
を
含
む
・
ε
あ
り
、
厄

て
此
等
の
吸
入
は
決
し

て
確
定
的
の
も
の
晶

ふ
を
得
す
・乏

に
反
し
て
雇
傭
勢
働
者
の
通
蔓

乱

所
の
餐

発

て
實
際
に
於
ズ
始

よ
り
確
定
し
、
只
勢
働
組
合
又
は
同
盟
罷
業
等
の
力

に
依
b
て
此
確
定
額
を
攣
改
す

る
こ
ε
あ

る
に
過
ぎ
さ
る
な

り
ゅ
現
嬰

際
に
於
て
は
企
薯

は
生
奮

主
宰
嘗

し
て
同
時
雰

配
の
仲
介
者
集

沁
。
即
ち
彼

は
其

生

産

債
値
φ

中
よ
わ
地
代
和
子
餐

等
の
生
産
費
を
轟

ひ
、
而
し
て
其
残
蝕
を
自
己
の
所
饗

す
、
整

所
謂

蕊

一号
巴

。一p
一悪

昇

は
彼
の
努
働
者

に
非
す

し
て
、
寧

ろ
彼
膚
身
な

b
ひ
.

」
(第

二
〕
.
勢
賃

を

決
定
す

る
要
素
は
膏

に
勢
働

の
生
産

力

の
み
な
航
す

、
術
ほ
他

に
.重
要
な

る

一
要
素

あ

り
。

.

目
鼻

勤
の
霧
多
叉
は
稀
少
ε
い
ふ
事
屠

り
。
蓋
し
勢
働
生
産
力
説
は
勢
働
の
需
要
の
薔

を
重
親
し
て
、
之

か
供
給
の
他
面
を
忘
れ
た
、る
の
批
難
を
菟
れ
す
。

ジ
ー
ド
氏
は
此
峡
黙
を
説
明
す

る
に
脛
濟
史
上
の
顕
著
な
る
事

實

を
學
け
て
日
《

「
米
側
に
於
て
最
近
一、一十
年
澗
勢
働
の
生
産
力
は
驚
く
可
き
増
加
を
爲
し
だ
れ
ご
も
、
其
期
間

に
於
て
は
勢
賃

の
牽
は
殆
ん
ε
昇
ら
さ
b
き
。
而
し
て
其
理
由

は
外
國
よ
り
移
住
し
來
れ
る
労
働
者
の
増
加
・し
、

利
用
せ
ら

る

へ
き

土
地

か
大
抵
占
有
し

τ
ら
れ
た
る
か
爲
耽
り

米
国
政
府

が
蕾

に
支
那
人
の
移

住

に
劃
し
て
の
、

み
な
ら
す
、

歓
洲
人
の
移
住
を
も
制
限
す

る
の
洪
律
を
設
ぐ
畜
に

至
れ

る
は
.之
が
爲
な
助
」
ε

(漁
色
。
・
.弔

いα
ω
-

い
ひ
轟
.
)
.
.

噛

冨

以
上
論
評

七
だ
る
三
學
誘
の
中
.、
勢
賃
基
本
説
及
ひ
勢
賃
鐵
則
誘
の
二
者

は
共

に
勢
働
を
商
品
ざ
同
祝
し
、
而

.

論

説

弊
賃
の
欝

灰
ぴ
道
徳
的
盤

三

v

第
+
一
巻

(篁

號

三
三
}
.
.
三
三
.

〆

0

,
.

.



門

'

論
.
説
.

労
賃
の
欝

笈

ぴ
道
観

隻

(二
)

卑

暮
.
.(笙

號

三
四
〕
.

三
四

し
て
勢
働
生
産
力
鋭
は
算
勘
を
生
産
方
便
芝
℃
て
原
級
翫
も
め

居
b
。
黙
り
而
し
て
生
産
方
便
湿
る
勢
働
は
他
の

、並
産
方
響

生

地
及
ひ
資
本
の
㌍

、
其
盤

は
其
生
産
力
貧

小
に
從
ふ
も
の
愚

考
せ
ら
起

而
レ
て
勢
.

働
な
る
生
産
方
便
を
費
る
人
は
勢
働
者
に
し
て
、

、之
を
買
ふ
人
は
企
業
者
な
り
ご
思
考
せ
㊧
る
＼
か
故
に
、
結
局

.

勢
働
生
産
力
説
を
主
張
す
・
詠
も
亦
蕩

を

}
.需

品
東

琴

者
な
書

す
・
北
勢
働
を
商
品
寛

徴
す
存

果
し
て
正
當
な
う
や
否
や
、
請
ふ
次
に
之
を
論
せ
む
。

第

四

節

労

働

は
商

品

な
.り

や

r
.正
業

振
に
畢

・
薯

概

し
て
蕩

を
望

商
屋

畏

し
、
,少
-
毫

慧

の
商
品
号

意

ぞ

た

り
～

ロ
。
..ボ
ー
.Z

良

の
如
き
蹄

ち
是
に
し
て
、
氏
は
其
菅

暮

・
言

書

署

・芸

且

邸　

。昂

勺。・・.・・
=①
(
。,
賃

量

話

四
奮

+
二
章
(第
【
嘉

第
二
頁

+
三
頁
乃
至
二
百
九
士

一頁
)に
之
を
離

し

た
り
。
今
先

つ
真
説

の
大
要
を
翠
け
て
、
然

る
後
.之
を
論
評
せ
む
.ご
欲
す
。

r蓋
」七
氏
の
如
き
代
表
的
大
家

町
説
を

穿

れ
ば
、
蓋

之
・
奪

る
諸
家
の
馨

一
・
之
を
掲
洛

を
要
菩

俊

努

。
氏
の
説
の
器

娃

の
如

し

o「
勢
働
は

一
の
商
・叩
誉

ε
の
婁

騒

々
輕
濟
學
書
に
馨

さ
些
.
皮
相
な
る
叉
備

要

る
批
璽

2

.都

府
し
て
之
暑

し
・
璽

叢

書

年

.、を
れ
毒

筆

詳

畢

」び

ぎ

ボ
藁

筆

」

,

●
,

「



謬

轄

ゲ
」
、部

落

難

事

㌍
・・癬

ザ
繋

瀞

聖

算

器

馨

洋

鑓

畢

㌶

・
一・

.商
品
な
り
5

ふ
は
誠
楽

奇

か
ら
さ
る
薔

を
根
擦
さ
す
。
.勢
働
は
費
買
せ
ら
れ
、・共
催

播

愛
ス
は
慈
、

善
に
因
ら
す
.し
て
買
ふ
者
曇

る
者
あ

利
益
の
均
衡
.曾

喜

§

段
.
剛馨

蕊

)

に
因
り
て
定
書

る
。
勢

で

　

働
の
贋
格

ぽ
有
ら
ゆ
る
齎
品

の
儂
格
の
如
く
、
決
し
て
人
意
を
匪
て
恣
に
定
め
ら

れ
た
る
も
ρ
に
非
す
、
経
済
上

の
法
則
に
從
ひ
て
域
は
愚

或
は
降
を
も
の
な
る
は
雁
皮
及
ひ
現
在
の
事
實
の
盟

す
る
所
奪

。
.
.

㌫

竺

の
商
品
馨

ε
の
婁

を
慰

す
る
批
評
答

讐

、
其
多
警

少
く
も
其
.星

の
大
勢

に
於
て

勢
働
を
曹

饗

し
て
取
扱
ふ
な

・
へ
し
。
.即
ち
彼
筆

勢
観
護

は
穫

を
雇
入
・
、
場
合
に
は
時
の
相
場
調
.

、ぺ
て
世
間
並
匹
勢
賃

ε
大
差
な
き
勢
賃
を
彼
等
に
與
ふ
る
な
る
.へ
.し
。
若

し
或
格
段
怨
う
場
合
に
於
て
世
澗
並

に

外
れ
だ
る
事
を
寫
す
こ
ご
あ
る
も
是
は
櫨
…愛
叉
は
慈
善
な
る
特
別
行
爲

ε
謂
ふ
可
く
、
.固
よ
り
合
法
的
に
し
て
.且
、

往
条

賛
議

す
へ
し
・,
答

雲
.詳

明明解

蕪

ボ

響

藩

野
葬

響

ビ
評

幕

ぴ

。騨

群

酔
誰
び
爵
興
研
鮮
翻
㌍
ボ
描

辮
で

鰹
帝
郵
.
に
却
げ
蟹
餅
げ
側
榔
グ
稽
留
び
佛
蜥
び
廻
ボ
貯
響
げ
騨
棚
r
ゲ
.

婁
.暦
」艇
鰐

・鼎
蟹
卿

驚
鯉
昨
炉
『
F
探
㎡
ゾ
卵
σ
厨
押
脚
脚
醐
f
収
炉
e
即
解
剖
壁
鮒
炉
が
厨
び
庶
母
げ
.

断
ザ
㌍
鷲
ギ
が
都
げ
肥
び
ゲ
謹
曜
ず
擢
ビ
ザ
ボ
耐
ぴ
・…
…
も
、、

・薙

の
如
鼻

衝
竺

の
齎
品
に
し
て
薔

賂
旨

嚢

則
の
働
き

(一.匹・　
9
.臨σ
喜

舜
　

二。、
)に
穿

て
定
ま
態

も
・
.欝

瀞

野

艀

藤

蔓

袈

雰

鋸
羅

溶

解

簿

斜

誰

解

。
.一.
..
「

め

.

論

説

馳
労
賃
の
経
済
的
及
び
藏
徳
的
性
質
(
二
)

」

第
+

一
巻

.
(第

一
.號
.

三
五
)

・
三
五

}



.「

.

、

・

論

説

雀

羅

欝

及
び
譲

盤

質
2
;

第
+
「巻

、
(肇

號

三
び

三
山ハ

む

　

.

董

蕩

着

は
・
ル

・
・
.ル
・
あ

所
謂
勢
働
力
書

壽

ぎ
　
)
は
蛮

欝

者
の
身
繕

基

け
る

・
の
　

.
襲

弊

墨

黒

欝

欝

経

禁

欝

蓼

蟹
餅
譲

響

野

藩

騨

罫

繕

騨

留
硬
ア
贈
爵
θ
が
、
卿
瞠
が
㍗
が
翌
彼
び
桴
捌
監
督
び
ド
び
皆
σ
暴

ボ
剃
断
が
套
茅

ゲ
裡
プ
・
..…
…
・

.

勢
働
の
購
買
者
ε
之

か
供
給
者
ざ
の
聞
a
關
係

は
他
の
聰
て
の
商
品
の
買
手
ε
責
手
む
の
周

の
既
係
よ
り
は

一
,

緩

朧

・
・
工

臨

譲

・
う
・
醇

・
蕗

・
在
り
で
咲

義

・
引
婆

羅

掠

は
れ
・
引
渡
の
後

養

手
長

奮

の
問
の
關
係
は
止
む
庸

浮

。
.
.
書

反
し
・
嵩

・
穿

で
は
期
淵

欝

の
場
倉

は
引

渡
(蕩

な
る
商
品
の
ぼ

各
瞬
間
蓋

し
霧

は
.れ
、
.出
来
高
揃
蕩

の
場
合
に
は
引
渡
接

続
せ
る
間
隙
毎
に

.

更
新
す
。
而
し
て
後
場
倉

於
て
垂

響

議

し
て
蕩

の
買
手
節

ち
企
業
害

属

す
・
機
械
及
ひ
轟

を

使
用
し
、
而
し
て
勢
働

の
買
手
に
取
り
.て
は
勢
働
の
賀
手
印
ち
勢
働
者
を
し

」て
成

る
べ
く
少
時
問
に
於
て
.成

る
ト

ヒ

り

く
多
く
有
効

に
機
械
及

ひ
原
料
を
使
用
せ
し
む
る
を
利
益
ε
す

へ
.し
e
斯
℃
し
て
勢
働

の
買
手
ご
其
責
手
ε
の
利
.

岩
は
紛
糾
錯
雑
し
て
、
　他
の
総
て
、の
商
品
の
買
手
及
ひ
責
手
の
利
害

ε
往
々
大
に
其
趣

を
異
に
す

る
所
の
種
々
の

問
、題
及
ひ
孚
議
を
生
す
.る
に
至
れ
b
。
…
・…
㌔

む

む

.

第
二

蕩

力
髭

力
の
所
存
誉

は
其
所
在
の
誹

を
異
に
す
嘉

事

・
從
て
蕩

の
地
方
的
潤
響

缺

乏
.こ
の
霧

、
即
ち
勢
働
の
供
給
幕

要
あ

卒
均
は
他
卑

般
商
品
に
於
け
る
よ
b
は
之
を
賢
現
せ
し
む
る
こ

甚

難
と

す
、
、傷

者
の
蔵
渡

ひ
慣
僧

房

舞

を
し
て
甚

労
働
力
に
謝
し
て
他
の
地
方
よ
ザ
は
禦

を

、

'



'

.

糠
欝
親概
観
黙
鍵
馨
難
響
鞍
響
羅
響
器
鱗
鰐
欄

　

　

　

　

コ

　

　

ほ

理
的
要
素

(
一、象

ヨ
8
け
日
。
芭

。
二
.働量

虐
。
Y
是
な
.り
。
…
…
.
.'.

、
勢
働
力
は
小
変
や
石
炭
の
如
C
に
移
動
せ
す
。
小
変
又
ば
石
炭
叉
は
他
の
穂
て
の
商
品
の
贋
格
ば

「
一の
異
な
る

地
方
に
於

て
、
少
く
ε
も
長
期
間

に
於
て
は
、
.其
貨
物
の
最
七
低
償
な
る
地
方
よ
レ
最
も
高
債
な
る
地
方
に
之
を

運
送
す
.る
じ
要
す

へ
き
運
賃
以
上
に
差
異
を
生
せ
さ
る
可
し
。
然

る
に
異
な
れ
る
地
方

に
於
け
る
勢
働
の
.債
格
の

・

差
違
は
北野
常
に
此
運
賃
の
額
を
超

ゆ
る
も

の
な
り
。

.

多
ぐ
の
経
済
學
者
は
人
の
意
思

?
。
一。
コ
鼠
Y
を
定
む
る
乾
若
く
は
意
思

に
影
響
す
る
所
の
種
亙
の
原
因
を
穂
て

充
分
℃
計
算
輩
入
れ
す
し
て
、

層
往
海
人
の
意
思
を
以
て
引
力

の
法
則
、
即
ち
経
済
界
に
於
て
個
人
的
金
銭
的
利
金

.

(津

津

霧

。
　

§

・
・
量

包

の
形
式
を
取
る
所

の
法
則

に
盲
目
的
に
從

ふ
所
の
惰
性
的
意
思

(…

く
。
葺

価

す

。
誹

。
)

な

る

か

の

如

ぺ

思

考

す

。
.

」
.

`

.

.

、
.
.

「

・

.

.

-

　

　

第
三

此
特
殊

の
商
品
郎
ぢ
労
働
に
就

て
は
、
之
か
供
給
者
即
ち
壷
手

は
概
し
て
之
か
需
要
者
即
ち
買
手
ま
.り
.

.
は
其
藪
甚
た
多

し
ε
す
。
比
熱
は
他
の
商
品
に
接

て
其
買
手
の
藪

か
責
手
の
撒
ポ
ザ
甚

な
多
き
`
全
く
反
離
す
。

靴
や
帽
や
痢
や
ヌ
は
麺
包
を
需
要
す

る
.人
衆
は
此
等
の
物
品
噛
費

る
商
人
よ
臥
ば
遙
か
に
多
激
な
り
。
之
に
反
し

.

て
交
明
の
進
め
も
國

に
於
て
、
特
に
大
資
本

を
以
て
生
産

を
行
ふ
庭
に
於
て
は
.沓
種
の
技
術
的
専
業
の
下
に
騰
叉

論

説

芽
賃
の
纒
濟
的
及
び
道
徳
的
性
質
(二
)
.
.

第
十
一
巻

(第
}
號

三
七
)

三
七

,



」

～

馳

.

論

説
.
.
労
賃
の
纒
濟
的
及
び
遺
徳
的
性
質
(一一W
.
、

.

第
†
一巻

(第
一
號
.

三
八
冒

三
入
.
.

は
個
人
的
能
力

私
提
供

す

る
人
衆

の
敷

は
之
を
買

入
れ

及
ひ
思
入

る

、
人

に
往

々
出
脅

せ

さ
乙
程

に
多

し

超
す

。

斯

の
如

く
勢
働

の
責

手
は
遙

か

に
共

買
手

(少
く

忍
も
慣

例
的
買
手

)
の
数

に
超

過
す

,
㍉此
事

情

よ
り

し
て
勢
働

の

馨

に
就
て
猛

め
商
品
に
就
て
見
碧

所
の
結
果
碁

起
す
も
の
}

・.欝

欝

夢

解
穿

轄
募
事

解

羅

裏

罫

貿
へ量

曇

・σ:
彫
.　

量

勝

事

ボ
翻

禦
膵

癌

・
箏

が

雲

霧

麟

　

　

む

む

ロ

む

む

む

む

ロ

む

　

む

む

ロ

リ

む

　

む

ワ

む

む

ほ

む

ロ

ロ

む

む

　

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

む

む

　

に
し
て

一
層
容
易
に
團
結
し
得
る
所
の
買
手
の
地
位
は
或
定
ま
れ
る
藩

の
下
薬

て
、
少
乏

善

時
の
問
は

む

む

む

む

り

　

ロ

む

つ

り

　

む

わ

ロ

む

む

ロ

む

責
手

よ
り

は
遙

か
に
有
利

に
し
て
且
優

勢

な
り
。

.

舞
卿

㌫

菅

舞

蹴
ガ
ピ
地
の
一
般
需

品
ε
の
間
に
街
皇

の
差
別
あ
り
。
そ

れ
は
前
者
は
後
者
の
大

部
分
よ
ヶ
は

一
層
不
耐
久
的

〔豆
蔦
宮

蔚
舘
亘
o
)
.な
る
こ
ε
是
な
レ
。
一他
の

一
般
的
商
品
、
.例

へ
は
小
変
、
酒
類

衣
服
、
鋒

集

き
時
の
閉
、
毀
損
す
る
老

な
C
、
之
を
蓄
積
保
存
し
て
、
直
ち
に
滑
費
せ
す
、
適
當
の
時
期

の
至
る
を
待
つ
を
得
れ
忌

・
癖

簿

㌍
群

群

簿

悌

欝
誤

審

ぴ

署

・
箏

誤

謬

饗

口

窄

婁

群

霧

葎

.へ
群

㌍
・
…

・…

ひ

㌧

、亭
.
.
・
、.

.

.

.

・
.
・
.
.
.
.
、
.

、
一
.

且
此
商
品
は
瞥

引
続
き
て
鷺

霧

合
に
於
て
ば
、
曹
長

賣
れ
さ
軽
し
藪
日
野
の
勢
働
か
韻
書

締
す
る
の

み
な
ら
す
、
其
勢
働
を
獲
生
す

へ
ぎ
永
久
的
根
源
即
も
人
禮

の
組
織
か
損
失
ゼ
ら
る

へ
し
。
此
組
織

(3
咄
5
画ω
ヨ
↓

墨

餌
混
雑

不
断
の
規
則
正
し
き
笙

を
有
し
、
、之
を
轡

読

髭

組
讐

得

し
て
疾
病
権

睾

恢
復

蘇
讐

嘗

を
受
け
麦

は
死
笛

レ
轟

欝

に
婆

す
。
…

ド
粧

、
一

、

、
.
、
.

、
一
.

,



・

.

物

覚

ノ

夫
れ
斯
の
如
毒

働
は

一
の
商
・叩
な
る
.・
忌

毫
も
疑
を
容
れ
巻

毛

、
.種
・
の
墨

於
て
舞

の
瑳

を

諮
ふ
る
商
品
な
り
。
是
政
に
勢
働
又
は
勢
働
力
は
他
の
商
品
ε
同
様
に
取
引
談
判
せ
ら
れ
又
は
費
賀
せ
ら
れ
す
。

其

一
般
的

法
則
'
ロ
。
{・。

喩
昌
か.㊤
亘

に
從

ふ
こ
ご
は

疑
無

け
砦

も
或
偏

傍
或

輕
減

.
(
・・
壼

冨

α
曾

督

翠

〔。
「け"脚旨
。。口

鉾
岱
ロ
p̀
ぎ

蕊
〕

を
以
て
之

に
・從

ふ
も

a
な

b
。
・即
ち
墨
・理
的

法

則
芝
實
地

ε
め
間

に
は
英

人

の
所
謂

強
。..。エ

磨
警

因
て
生
す
る
抵
抗
)
な
る
も
の
往
々
介
在
し
て
蕩

蕩

に
於
け
垂

濟
的
法
則
の
實
饗

し

・
て
他
の
商
品
の
市
場
し
於
け
る
窟
与
は
逞
緩
に
し
、
又
臥
不
純
な
ら
し
む
。然
れ
ご
も
之
か
爲

に
此
経
済
的
法
則
は

、行
は
れ

さ
る
.に
非
す
、
.特
t
長
時
期

に
於
て
蕃

禦

…場
に
於
て
も
募

市
場
に
於
け
を

亘

.の
法
則
の
行
は

.

る

、
を
見

る

へ
し
。
.県
域

る
外

部
原
因

(8
霧
田
.
・㌶
窪

2
還

、成

る
非
経
済

的
秩
序

容
己

稀

。
㌶
・器
8
ぎ
ヨ
β
愚
)

か
少

る
ざ
も
暫

時

の
間

此
法
則

の
行

は

る

、
こ
ε
を
妨

ー
ポ

こ
革
あ

る
の

み
』

β

.

.
ル
写

.ず

ザ
下

民
か
勢
響

直

蕩

力
を
以
三

め
商
品
蕊

ヒ

而
か
も
特
殊
の
商
品
ε
薯

の
理

由
ぽ
上
述

の
如
し
。
然
れ
ざ
も
偶
の
列
學
せ
る
四
項
の
理
由
は
反
野
"
働
働
は
商
品

に
非
す
ピ
の
理
由
ぜ
駕
し
得

.

へ
ぎ
か
如
し
.
抑
も
物

の
種
別
を
僑
す
に
當
り
て
共
共
逼
⑳
性
質
叉
は
成
分
の
大
部
冴
に
重
き
を
置
か
鳳
、
茶
も

酒
も
響

血
も
皆
水
な
違

謂
ふ
の
論
結
に
達
す

へ
七
。
室

謝
、「
武
か
勢
働
を
商
品
な
遷

す

・
は
亦
≧
に

・似
馨

も
の
な
り
。
.且
沃
は
持
株
の
高
層

窪

い
ふ
黙
に
就
て
激
王

・審

費
茸

、
.何
嘉

潜

勢
働
鳳
啓

開

に

非

す

.ざ

謂

ふ

の

遣

載

簡

明

な

憾

に

若

か

ん

や

、、
.

"
「
.
.
.

ゴ

.

.

.

.

川

「

、
.
.

、

、、

諦

視

餐

の
馨

的
及
び
道
徳
的
性
翼

.二
)
.

第
上

巻

、(第
.続

三
九
)

三
九

、

幽

ト
.
.
.

.

」



」

.

r

＼

論

説

勢
賃

の
経
済
的

及
び
遺
徳
、的
性
質

(三
眠

第
十

一
.巻

〔第

、一
號
.

四
℃
)

.

四
〇

假
-
三

,紫

華

で
揚

藩

品
の
姫
飯

懸

る
、
・
ご
官

等

る
毛
、
是
簿

働
力
畜

ら
る
τ

,提
供
や
ら

れ
た
る
瞬
時
に
限

る
q
衣
服
及
ひ
食
桝
品
は
商
人

の
店
舗

に
在

る
時
は
商
品
な
り
。
.然
れ
.ε
消
費
者
か
.

之
を
買
取

れ
は
享
受
方
便
.こ
な
る
。
.機
械
及
ひ
原
料
は
商
人
の
店
舗

に
在

る
塒
は
商
品
な
り
.
。
然
れ
こ
も
製
造
人

の
工
場

に
使
用
せ
ら
る
.、
塒
は
生
産
方
便
ξ
な
る
コ
此
黙
に
於
て
弊
働
力
ば
恰
も
機
械
及
ひ
原
料

に
.似
た
る
も
の

な
り
。
余
は
ボ
ー
.リ
昌
-
氏
に
反
問
せ
ん

ε
す
、

氏
は
敷
年
間

一
の
工
場

に
勤
縅
す

る
職
工
又
ば
永
小
作
人
の
勢
,

働
の
如
ざ
を
も
商
品
な
忽

見
倣
す
や
否
や
。
.是
等
の
勢
禦

商

品
寒

爲
に
は
是
等
か
日
審

働
市
場
に
繰
返

し
提
鰹

ら
至

も
.の
惹

徴
せ
・
・
へ
か
ら
す
。
理
髪

明
議

奏

て
は
固
　

蚕

の
失
職
者
躍

者
等

み
り
て
見

鶴

霧

に
撃

求
む
盲

あ
る
は
凄

な
り
・
而
し
て
彼
等
の
餐

は
恰
も
商
品
取
引
所
に
於
け

　

.惹
商

品
の
和
ぐ
∵
.其
瞬
間

に
於
け
る
需
要
`
供
給
ε
の
關
係
に
由
り
て
定
ま
る
鳩

合
多
か
る

へ
し

、
黙
れ
ξ
も
此

等
よ
b
は
敏
百
倍
多
数
な
な
勢
働
者

は
縫
績
的
常
住
的

に
其
業
務
に
從
事
々
.っ
＼
あ
る
こ
ε
を
牢
記
せ
さ
る
可

か

ら
す
。
・然
ら
ば
則
ち
勢
働
は
商
品
な
め
ε
謂
は
、ん
よ
与
は
寧
ろ
機
械

の
如
き
生
産
方
便
閲
り
9
謂
ふ
.の
優
れ
る
に

若
か
す
、
余
か
前
節
に
述

へ
た
る
如
毒

働
生
産
功
説
か
勢
賃
鐵
則
及
募

賃
基
本
説
に
勝
爵

以
も
亦
藪
に
在
、

・
な
・
・
各
種
・
餐

か
蕩

市
轡

於
け
　

・
の
霧

笛

呈

婁

等

し
養

は
籍

的
荏

的
に
執

、
務
ぎ

鶴

首

生
産
力
を
基
鬱

す
る
も
の
多
き
は
脛
濟
事
情
に
通
す
る
、者
の
皆
認
む
る
所
な
h
。
、
.

.

載

忌

鴇

を
以
で
機
械
盲

撃

像

変
.
の
誤
謬

b
。
機
械
及
ひ
蕎

の
某

は
鶴

鶏

助
す
る

、

6



.

、

r

も

の
な
眠

声
而

か
も
勢

働

に
由

り
τ
生
産

せ
む

れ
陀
る

も

の
な

b
。

故

に
勢
働

は
父
な

り
圭

な
り

、
資
本

は
子
た
.

魂

奮

。
冷
灘

・
企
業
護

芽

蕩

潅

越
し
同
視
し
.
機
械
属

断
?

製

す
・
ぶ

努

利
金
な

る
か
故
鼻

働
者
を
も
亦
成
・
へ
島

牌
問
休
息
な
し
益

役
せ
ん
手

へ
し
。
漸

し
て
此
誤
れ
意

想
は
企

業
者
の
私
ん
経
済
的
利
益
ε
握
零
し
て
、
忌
む

へ
き
勢
働
問
題
を
惹
起
し
た
b
。

由
是
観

之
勢
働
ば
商
砧
起
非
す
、
又
生
産
方
便
ε
し
で
の
資
本

ε
同
視
す
可
か
ら
す
、
實

に
是
等
を
超
越
す
る

.

所
の
蕎

墓

な
る
入
の
脛
葛

釜

欝

行
箏

書

す
。
從
て
盆

の
馨

た
寡

賃
は
決
し
嘉

勧
資
本

額
ご
か
生
計
最
少
費

ゼ
か
叉
は
勢
働
生
産
力
ご
か
言
ふ
.か
如
き
軍

一
な
.る
脛
濟
的
原
因

に
由
り
て
定
ま
る
も
の
に

非
す
し
て
、
更

に
複
雑

な
る
肚
會
的
道
徳
的
原
因
の
影

響
を
受
く
る
も
の
な
転
♂

(未
発
)

・

●

〆.

ガ

諦

観

雰
募

響
禍
馨

碁

煙

箕

二
)

錆

土

一
巻

、(第

幣
魏
.
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一
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四
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、

、


